
秋田県南秋田郡大潟村から追跡したミヤマガラスの渡り経路
2006年春～２００７年春。

２００６年秋
２００６年春

２００６年春
２００６年秋

２００７年春
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茨城県つくば市・小美玉市から追跡したアマサギの渡り経路
2006年秋～2007年秋。

２００６年秋

２００６年秋

２００７年春

２００７年春
２００７年秋
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今後の課題

• 渡り調査

– 継続及び規模の充実

• ウエストナイル

– サーベイランス体制の充実

• インフルエンザ

– サーベイランスの規模、継続性、体制の充実、情報のシェ
アリング

• データベース

– 頻繁なアップデート、ハード・ソフトの更新、情報の還元
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WWF Japan Conservation International Japan

哺乳類と鳥類だけでも15,000種が地球
上に棲息

生物種の1/5~1/50が知られている
1980年以降世界で38種の新種のサルが発見
2002年にもアマゾン流域で新たに2種のサルが発見
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• 我々が培養することのできる細菌は全体の0.4％に
すぎない

• ウイルスは全体の1％
• 海中には平均3x109/lのウイルスが存在

• ヒトに感染性を示す細菌/ウイルスが存在する可能
性は高い
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対応

• アウトブレークの早期検出

• 病原体の迅速同定

• 封じ込め、ワクチン開発、治療薬開発などの
対応

ヒトにおけるサーベイランス
生態系サーベイランス(野生動物)
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